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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,14 43,84 -0,30 44,53 -0,69

USD / BRL Spot BRL 2,2947 2,3305 +0,0358 2,1872 +0,1433

USD / JPY Spot JPY 101,28 102,16 +0,88 97,42 +4,74

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.447 51.861 +414 54.154 -2.293

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 202,7 205,2 +2,5 162,6 +42,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,45 12,53 +0,08 11,49 +1,04

DI Future Apr14（金利先物） % 10,11 10,10 -0,01 9,94 +0,16

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,238 +0,001 0,237 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 274,8 273,5 -1,3 282,6 -9,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 11月26日

昨日のドルレアルスポット相場は米緩和策縮小観測からドル高となる展開でした。朝方は本日から始まる
預金訴訟への懸念から前日比レアル安の２．２９台後半で始まりました。その後、先週分の為替フロー統計
でおよそ４５億ドルの資金流入が確認されましたが反応は限定的となり、寧ろ良好な米経済指標が相次いで
発表されたことから緩和策縮小観測が高まって２．３１台へドル買いが進みました。ドル高地合いはそのまま
続き、結局２．３３近辺で引けています。

昨夜マーケット引け後にＣＯＰＯＭは予想通り５０ｂｐｓの利上げを全会一致で決定し政策金利を１０．０％と
しました。同時に公表された声明文は「今年４月から始まった金利調節プロセスを継続し、委員会は全会
一致で政策金利を１０．０％へ引き上げることを決定した。」のみとなり、前回まで記述のあった「委員会は
この決定がインフレを抑制しそのトレンドが来年へ向けて確実になると考えている。」との部分が削除され
ました。ＣＯＰＯＭは金融政策が今後どうなるのかについて全くヒントを示さなかったことになり、不透明感が
更に増した印象を受けます。敢えて声明文を簡潔にすることによって現行の利上げペース維持を示唆して
いるとも読めますが、情報が減った分市場には中銀の意向を探る上で憶測が走りやすくなり、今後は
ボラタイルな展開が予想されます。
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